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クラウドアプリケーション部会について

今やクラウド上でサービスを提供するアプリケーションは私たちの生活に欠かせな
いレベルにまで浸透してきております。

日々進化してかたちを変えてゆくクラウドアプリケーションの世界において、
価値ある新しいアプリケーションを提供するにはどうすればよいのでしょうか。

この部会ではそのための方法や新しいアイディアなどを開発者の立場から追及し
情報共有する場として積極的な活動を行って参ります。

アプリケーション開発者のためのグループです



写真みつかるPJ支援

東日本大震災で津波に流された石巻の80万枚の写真。
デジタルデータとして復元された写真の検索システムの開発を支援しました。



写真みつかるPJ支援

NCWGクラウドアプリケーション部会と写真みつかるPJで共同開発した写真検索
システムが4月より石巻市で稼働して、被災者の方に思い出を届けています。



社会的に意義ある活動ができました

石巻市では3月11日に現物写真の展示
が終了し、処分されることになることが報
道されました。

現在は写真見つかるPJとクラウドApp部
会で開発した写真検索システムが、被災
者の方が思い出にアクセスする唯一の
手段となっています。

http://news.tv-asahi.co.jp/news_society/articles/000022386.html

http://news.tv-asahi.co.jp/news_society/articles/000022386.html


クラウドアプリケーション開発 2015

クラウドを核としたアプリケーション開発について研究します。
研究成果として日本最大のソフトウェア開発コンテストである
「マッシュアップアワード」へチームとして参戦する予定です。

※余談
部会長はマッシュアップアワード7で受賞経験がございます。



2015年度の予定

2014/10～
アイディアソン

2015/01～
ハッカソン

2015/10
成果披露

研究テーマとなるアイディアを
出し合います。

アイディアを共同でかたちにします。

Mashup Awardsなどのコンテストへ作品
を応募し、評価を受けます。



研究テーマ（案）

http://blogs.itmedia.co.jp/appliedmarketing/2014/07/iot-d7d8.html

来るべきIoT時代に対応すべく、頭脳としてのクラウドの役割を極める！

センサーからの入力データをクラウドで処理するスタイルは
2013年のサムライクラウド部会で開発済なので例えば、、

• 頭脳としてビッグデータ・BI等の研究を進める
• サムライクラウドの認証基盤をIoTへ適用する
• アウトプットとしてロボットをコントロールする

http://blogs.itmedia.co.jp/appliedmarketing/2014/07/iot-d7d8.html


アイディアソンの様子

2014年10月17日 第一回アイディアソンを開催しました！

内容
1. アイスブレイク・自己紹介
2. サムライクラウドとは
3. チーム分け
4. アイディア出し
5. プレゼンテーション



アイディアソンの様子

2チームに分かれてアイディア出しを行いました。
クラウドを核にIoT、センサーやロボットに繋がるようなアイディアも
多く出されました。



今後の展開

次回以降のアイディアソンでさらにアイディア
を洗練し、研究テーマを決定します。
普段の業務では手掛けることが難しい分野で
あっても、参加者が主体的に興味を持って追
及したいと思えるテーマを重視してゆきたいと
思います。

次回以降の部会にもどうぞご参加ください。
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